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現横浜市住生活基本計画の位置づけについて

【資料４】

第１回横浜市住宅政策審議会



住生活基本法

住生活基本計画

（全国計画）

即する

神奈川県
住生活基本計画

住宅政策関連計画（主なもの）

横浜市住生活マスタープランや住宅政策関連計画に基づく各種施策

位置付け

●本計画は、住生活基本法に基づき、住生活の安定の確保（セーフティネット）と住生活の向上（良質な住宅の供給、良好な

 住環境の形成）などの方針と目標を定めるものです。

●概ね5年毎に見直しをすることとしています。

●横浜市中期計画や分野別計画と整合を図り住宅政策を総合的に推進します。

●住宅関連の国費などの予算措置のための根拠計画として機能しています。

横浜市中期計画（素案）

総合的な計画分野別計画（主なもの）

横浜市住生活基本計画
（住生活マスタープラン）

整合反映

基づく

反映

（横浜市）賃貸住宅供給促進計画

（横浜市）高齢者居住安定確保計画

（横浜市）マンション管理適正化推進計画

横浜市住宅政策審議会 答申

基づく

整合

住生活基本法に基づく自治体計画であり、
市の住宅施策の最上位計画にあたる。

市民・事業者・行政の取り組みの方向性を示し、
住宅行政を横断的に進めるための共通認識

（横浜市）地域福祉保健計画 【R6改定】

（横浜市）防災計画 【R６修正】

（横浜市）景観ビジョン 【H31改定】

（横浜市）水と緑の基本計画 【H28改定】

（横浜市）地球温暖化対策実行計画 【R5改定】

（横浜市）都市計画マスタープラン 【R7改定】

（横浜市）空家等対策計画

（横浜市）市営住宅の再生に関する基本的な考え方
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